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市
で
は
、
特
定
緊
急
輸
送
道
路

（
市
内
で
は
新
青
梅
街
道
、
小
金

井
街
道
、
前
沢
宿
〈
小
金
井
街
道
〉

か
ら
市
役
所
ま
で
の
区
間
）
に
該

当
す
る
沿
道
に
あ
る
建
築
物
（
都

が
指
定
し
ま
す
）
へ
の
耐
震
診
断
、

補
強
設
計
、
耐
震
改
修
な
ど
に
対

し
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
助
成
事
業
は
、
下

表
に
定
め
る
日
ま
で
に
完
了
し
た

事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

助
成
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は

都
都
市
整
備
局
建
築
企
画
課
☎

　

・
５
３
８
８
・
３
３
６
２
ま
た

０３は
市
施
設
管
理
課
建
築
営
繕
係
☎

４
７
０
・
７
７
５
６
へ
。

　

※
都
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
耐
震
ポ

http://w
w
w

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」（        
 
 

.  

taishin.m
etro.tokyo.jp/

         
              
）も

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
と
は
、
地

震
に
対
す
る
住
宅
の
安
全
性
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ

の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　
【
助
成
金
額
】耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用
（
消
費
税
を
除
く
）
の
２

分
の
１
以
内
（
１
０
０
０
円
未
満

の
端
数
は
切
り
捨
て
）
で
、
５
万

円
を
限
度
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

助
成
金
の
交
付
は
予
算
の
範
囲
内

で
、
同
一
の
住
宅
に
対
し
て
１
回

を
限
度
と
し
ま
す

　
【
助
成
対
象
住
宅
】昭
和　

年
５

５６

月　

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
市
内

３１
に
存
す
る
木
造
住
宅
で
、
自
己
所

有
で
住
居
と
し
て
利
用
し
て
い
る

地
上
３
階
（
地
階
は
除
く
）
ま
で

の
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
な
ど
の
併

用
住
宅
も
含
む
）

　
【
助
成
対
象
と
な
る
方
・
要
件
】

助
成
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

（
複
数
の
個
人
が
共
有
す
る
場
合

は
、
共
有
者
全
員
に
よ
っ
て
合
意

さ
れ
た
代
表
者
）
で
、
現
在
そ
こ

に
お
住
ま
い
の
方
。
ま
た
お
住
ま

い
の
方
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

　
【
診
断
機
関
】市
で
は
診
断
機
関

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
次
の
診
断

機
関
以
外
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▼
市
長
が
認
め
た
建
築
士
▼
社

団
法
人
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協

会
北
部
支
部
の
会
員
▼
東
京
都
木

造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所
登
録
制

度
実
施
要
綱
に
基
づ
く
耐
震
診
断

事
務
所

　

助
成
手
続
き
な
ど
、
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
施
設
管

理
課
６
番
窓
口
（
市
役
所
５
階
）

で
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
建
築
営
繕
係
☎

４
７
０
・
７
７
５
６
へ
。

　

市
で
は
、
在
宅
で
、
重
度
の
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳

を
お
持
ち
の
方
、
東
京
都
難
病
医

療
費
等
助
成
制
度
で
、
重
症
疾
病
、

ま
た
は
他
の
疾
病
で
重
症
認
定
を

受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
（
表
１

参
照
）、タ
ク
シ
ー
代
ま
た
は
ガ
ソ

リ
ン
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
２
つ
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
所
得
制
限
（
表
２
参
照
）

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
併
給
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

未
申
請
の
方
は
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）
で
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
格
喪
失

に
な
っ
た
方
で
対
象
要
件
を
満
た

し
受
給
を
希
望
す
る
方
は
、
改
め

て
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
該

当
す
る
場
合
、
申
請
月
か
ら
認
定

と
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
受
給
し
て
い
る
方
に
対

し
て
は
、所
得

制
限
な
ど
の

審
査
を
行
い
、

４
月
か
ら
も

更
新
と
な
っ

た
場
合
は
、更

新
の
案
内
を
５
月
末
ま
で
に
送
付

し
ま
す
。
ま
た
、
長
期
入
院
や
施

設
入
所
し
た
方
は
受
給
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
資
格
喪
失
の
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
管
理
係

緯
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　

満　

歳
以
上
の
都
民
の
方
は
申

７０

し
込
み
に
よ
り
、
都
バ
ス
、
都
営

地
下
鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ
ス

を
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル
バ

ー
パ
ス
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
有

効
期
限
は
発
行
日
か
ら
今
年
９
月

　

日
ま
で
で
す
。

３０申
し
込
み
方
法

　

次
の
費
用
お
よ
び
書
類
を
持
参

の
上
、
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

取
り
扱
い
バ
ス
営
業
所
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

◎
市
内
の
取
扱
窓
口
＝
西
武
バ

ス
株
式
会
社
・
滝
山
営
業
所
（
午

前
９
時
～
午
後
５
時
、緯
４
７
４
・

２
５
２
５
）

必
要
な
費
用
と
書
類

　
（
１
）本
人
の　

年
度
市
民
税
が

２５

課
税
の
方

　

①
費
用
＝
１
万
２
５
５
円
（
４

月
～
９
月
発
行
分
）

　

②
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

　
（
２
）本
人
の　

年
度
市
民
税
が

２５

非
課
税
の
方

　

①
費
用
＝
１
０
０
０
円

　

②
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

　

③
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
。

　

▼
「
介
護
保
険
料
納
入
（
決
定
）

通
知
書
」（
所
得
段
階
区
分
欄
に
非

課
税
の
段
階
が
記
載
さ
れ
た
も
の
。

　

年
度
分
の
通
知
で
は
、
所
得
段

２４階
区
分
が
「
１
」「
２
」「
３
」「
４
」

の
い
ず
れ
か
の
段
階
の
も
の
が
非

課
税
で
す
）
▼
「
住
民
税
非
課
税

証
明
書
」
▼
「
生
活
保
護
受
給
証

明
書
」

　
（
３
）本
人
の　

年
度
市
民
税
は

２５

「
課
税
」
だ
が
、「
平
成　

年
の
合

２４

計
所
得
金
額
」
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方

　

①
費
用
＝
１
０
０
０
円

　

②
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

申
し
込
み
の
時
期
な
ど

　

満　

歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら

７０

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
社
団
法
人
東
京
バ
ス

協
会
シ
ル
バ
ー
パ
ス
案
内
専
用
電

話
緯　

・
５
３
０
８
・
６
９
５
０

０３

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
へ
。

　

市
で
は
年
６
回
、
耐
震
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
（
今
年
度
か
ら
、

偶
数
月
の
第
２
金
曜
日
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
）。

　
【
日
時
・
会
場
】
左
表
の
通
り

　
【
相
談
員
】東
久
留
米
建
築
設
計

協
会
会
員

　
【
費
用
】
無
料

　

申
し
込
み
は
各
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
、
電
話
で
同
協
会
事
務
局

（
桑
原
建
築
設
計
事
務
所
）
☎
４

７
６
・
１
５
１
５
へ
。

　

※
当
日
の
受
け
付
け
も
で
き
ま

す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
図
面
な
ど
が

あ
れ
ば
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
施
設
管
理
課
建
築
営

繕
係
☎
４
７
０
・
７
７
５
６
へ
。

　

難
病
疾
患
な
ど
の
疾
病
に
関
す

る
啓
発
や
支
援
の
た
め
に
、
講
演

会
な
ど
を
実
施
す
る
当
事
者
団
体

に
対
し
て
、
活
動
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　
【
対
象
】難
病
疾
患
な
ど
の
疾
病

の
当
事
者
団
体
な
ど
（
補
助
対
象

は
２
団
体
に
な
り
ま
す
）

　

※
申
し
込
み
は
４
月
８
日（
月
）

～　

日
（
月
）
に
障
害
福
祉
課
地

２２
域
支
援
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
７

へ
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

　
　

年　

月
～　

年
３
月
分
の
児

２４

１２

２５

童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。振
込
日
は
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
い
ず
れ
も

４
月　

日
（
木
）
で
す
。

１１

　

利
用
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
助
成

係
緯
４
７
０
・
７
７
３
６
へ
。

　

地
域
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
町

会
・
自
治
会
が
主
催
し
て
行
う
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取

り
組
み
（
催
し
・
活
動
な
ど
）
を

支
援
す
る
た
め
、
都
で
は
事
業
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
事
業
や
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
、
詳
細
は
都
生
活
文
化
局

http://w
w
w

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（        
 
 

.  

seikatubunka.m
etro.tokyo

              
          .  

jp/

   
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
同
局
管
理
法
人
課
緯

　

・
５
３
８
８
・
３
１
６
６
へ
。

０３

　

こ
れ
ま
で
欠
員
と
な
っ
て
い

た
教
育
委
員
会
委
員
に
、　

年
２５

第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
の
同

意
を
得
て
尾
関
謙
一
郎
氏
（　
６２

歳
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
３
月
１
日
～　

年
２
月　

２９

２８

日
の
４
年
間
で
す
。

　

同
氏
の
主
な
経
歴
な
ど
は
、

次
の
通
り
で
す
。

　

元
株
式
会
社
読
売
新
聞
東
京

本
社
教
育
支
援
部
長
、
メ
デ
ィ

ア
と
広
報
研
究
所
主
宰
、
明
治

学
院
大
学
特
命
教
授
、
日
本
広

報
学
会
理
事
、
公
益
社
団
法
人

日
本
Ｐ
Ｒ
協
会
広
報
委
員
、
東

京
都
三
多
摩
少
年
野
球
協
会
役

員
、
東
久
留
米
市
少
年
野
球
ク

ラ
ウ
ン
代
表
。

　

詳
し
く
は
企
画
経
営
室
総
務

課
緯
４
７
０
・
７
７
１
４
へ
。

教
育
委
員
会
委
員
に

尾
関
謙
一
郎
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

耐震診断、補強設計、耐震改修
建替除却に対する市の助成期間

実施期間助成事業名

２６年３月３１日まで耐震診断

２７年３月３１日まで補強設計

２８年３月３１日まで耐震改修建替除却

耐震相談会年間日程

会場日時

市役所
１階
屋内
ひろば

午後２時
～５時

４月１２日
（金）

６月１４日
（金）

８月９日
（金）

１０月１１日
（金）

１２月１３日
（金）

２６年
２月１４日
（金）

表１　福祉タクシー等事業およびガソリン費等
助成事業の対象・内容など

ガソリン費等助成事業福祉タクシー等事業区分

臼身体障害者手帳１・２級（内部障害は３級）
渦愛の手帳１・２度
嘘東京都難病医療費等助成制度により助成を受
けている自己負担がない医療券をお持ちで、
重症疾病（スモン、劇症肝炎、重症急性 膵 炎、プ

すい

リオン病、重症多形 滲 出性紅斑〈急性期〉、先
しん

天性血液凝固因子欠乏症等、人工透析を必要
とする腎不全）、または、ほかの疾病で重症認
定を受けている方

対象

３カ月間８,２５０円まで
（１ℓにつき５５円を助成。
１５０ℓまで助成。領収証に
よる請求）

６カ月間１万円まで
（領収証による請求）助成内容

４月・７月・１０月・１月４月・１０月助成月

①身体障害者手帳または愛の手帳または○都 医療
券
②認め印（スタンプ式は不可）
③本人の口座が分かるもの
④車検証（ガソリン申請の場合のみ）。登録車両
は本人または同居親族の車両のみ
⑤平成２４年度課税（非課税）証明書（転入など
で東久留米市で所得確認ができない方のみ）

申請に
必要な
もの

表２　福祉タクシー等事業、
ガソリン費等助成事業の
所得制限限度額

所得制限限度額扶養親族数

４７３万５,０００円０人

５１６万８,０００円１人

５６０万３,０００円２人

６０３万８,０００円３人

６４７万３,０００円４人

６９０万８,０００円５人

※扶養親族数６人以降は、１人増す
ごとに４３万５,０００円を加算します。
※ガソリン費等助成は、世帯全員の
所得確認が必要です。

４
月
は　

日
（
金
）
に
開
催
し
ま
す

１２

特
定
緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道
で

建
築
物
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す

難
病
疾
患
な
ど
の
啓
発
活
動
に

対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

「
耐
震
相
談
会
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
移
送
代
、

ガ
ソ
リ
ン
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

受
給
し
て
い
る
方
へ
、

「
更
新
の
ご
案
内
」
を
郵
送
し
ま
す

「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」

発
行
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

都
「
地
域
の
底
力
再
生
事
業
助
成
」

の
申
請
事
業
を
募
集
し
ま
す


